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１．研究計画の概要 
 日本企業の研究開発､製品開発および市
場における製品のパフォーマンスについて
の基礎的なデータを蓄積し､その変化の動
向を把握することを目的とする｡ 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究によって､研究開発､製品開発とい
う 2 つの調査を過去 3 回行ってきた｡研究開
発についてはオープン･イノベーション､製
品開発についてはユーザー･イノベーション
を中心に分析を行い､それぞれの規定要因を
明らかにした｡ 
 また時系列での比較を行うことによって､
それぞれの調査で設定した 250 項目のうち､
変化しないものが大部分であり､安定した傾
向があることがわかった｡一方､オーブン化､
モジュール化などに関連した項目を中心に
20項目程度が変化していることがわかった｡ 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 4 年目が最終年度であり､最終的な総括を
行うとともに､継続調査を行うための方策も
検討する｡ 
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